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研究成果の概要（和文）：　歴史的・社会的に周縁化されてきた人々の世界観や歴史経験をいかに形象化しうる
か。その地点から、特定の他者を周縁化ないし不在化することによって構築してきた自己像や歴史認識をいかに
更新し、新たな関係性の実践へとつなげていけるか。本研究は、このような問いを抱えながら近現代の台湾先住
民族の歴史経験の形象化を追求した。とくに、帝国において公的に創り出される境界や秩序と私的に取り結ばれ
る関係性との交じり合いに着目し、文献調査、聞き取り、フィールドワークから得られた資料を相互批判的に活
用して、個人史・家族史を主軸とする通史像の輪郭を提示した。

研究成果の概要（英文）：　How can we represent the historical experiences of people who have left no
 words or writings about themselves? From this point, how can we renew the historical perspective 
and understanding of self and other that have been constructed by marginalizing or excluding certain
 people, and develop a new relationship among them? As an attempt to address these fundamental 
questions, this research explores the historical experiences of Taiwan's indigenous peoples. 
　This study utilizes a variety of historical sources, including colonial archives, ego-documents, 
oral histories, and field research to trace the trajectories of individuals and families of Taiwan’
s indigenous peoples. By integrating these diverse sources, we aim to reconstruct polyphonic 
histories, which represent the different experiences and perspectives of Taiwan’s indigenous 
peoples. 

研究分野： 教育史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、個別具体的な歴史経験に即して植民地社会におけるマクロとミクロの権力作用を解明し、主体と構
造の関係性の析出するための方法論の深化に寄与する。これは、これまで一方的に観察され記述されてきた人々
の歴史を書き直していく重要なステップである。また、既存の教育学や歴史学が無視または均一化してきた経験
を語るための新しい言葉や認識の枠組みについて新たな議論を開く。これらを通じて、現代の日本社会や世界各
地で継続する人種主義や植民地主義の現実的地盤を掘り崩していくための洞察を提示する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 歴史的・社会的に周縁化された地点からその世界観や歴史経験を形象化し、マジョリティ中心
の歴史認識や他者像を更新していくことは、いかにして可能なのか。自ら記録を残さなかった
人々の視点から歴史を理解しようとする試みは、歴史学のみならず諸学問領域を通じて多面的
に蓄積されてきた。 
 こうした論議にひとつの新局面を切り拓いたのが、G.C.スピヴァクの提起した「サバルタンは
語ることができるか」という問いである。スピヴァクは、従属的地位に置かれた者の側から支配
的言説への異議申し立てとして 1980 年代以降インドで生起したサバルタン研究に対して、「サ
バルタン」を実体化することの陥穽を見据えつつ「サバルタンは語ることができない」と言い切
り、支配的言説を脱構築していく回路について考察を深めた。その企ては、他者を表象するとい
う営為に関わるラディカルな問題提起としてなお意義を失っていないと同時に、非主体化され
てきた人々を歴史的・社会的な主体として復原する試みの困難さをも鮮明に示している。 
 重要なことは、「サバルタンのなかのサバルタン」を際限なく見出していくことではなく、他
者表象の不可能性という地点に留まり、結果として支配集団本位の歴史像を温存することでも
ない。発現を不可能ならしめている諸条件を可能性へと絶えず転じながら、承認と差異化、親密
さと暴力性、離脱と被拘束が重層する関係性に分け入り、既存の知の体系を組み替えていくこと
が必要だ。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、台湾先住民族の歴史経験に焦点を据えて、東アジアにおける植民地主義の展開過程
を個人史・家族史の観点から再構成しようとするものである。すなわち、帝国内の秩序を維持し
植民地支配を正当化するうえで、日常生活の次元で民族、ジェンダー、社会階層のポリティクス
がどのように複合し機能してきたのかを検証すると同時に、そのような磁場を生きた個々人や
家族の文脈に着目することにより先住民を主体とした歴史叙述を追究する。19 世紀後半から 20
世紀後半までの時期に生起した個別具体的な事象に即して植民地支配を支えたマクロおよびミ
クロな権力作用の連関を読み解くことにより、今日の日本社会および世界各地で複雑さを増し
つつ継続する人種主義の問題構造を批判的に再考するための視座を提示するものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、上述の目的にもとづき以下の 3つ作業課題を設定した。 
・台湾先住民の異民族間婚姻に関わる規制とその実態の解明 
・植民者と婚姻・内縁関係を結んだ台湾先住民のライフヒストリー構成 
・植民地主義の歴史を台湾先住民の個人史・家族史を主軸として再構築する 
 当初の予定では、植民地台湾における「混血児」の処遇に関する法的枠組みと実態の解明に取
り組み、カナダおよびアメリカ合衆国北部国境地帯の先住民の異民族間婚姻および「混血」をめ
ぐる処遇の歴史過程との比較史的検討を行うことも予定していたが、新型コロナウィルス感染
症の影響により先送りせざるを得ず、先住民族自身による歴史記憶再構築の諸実践について理
論的考察を深めることとした。 
 以上の課題を追究するため、本研究では、暴力、親密さ、記憶、植民地戦争、歴史的トラウマ
といった諸概念について理論的・事例的検討を重ねるとともに、国内外での文献調査・聞き取り・
フィールドワークなどから得られた資料を相互批判的に活用して基礎的事実の追求を進めた。
この間、少人数でクローズドの研究会において密度の濃い議論を重ねるとともに、１年目から領
域横断的な研究会や国内外の学会・シンポジウム等で中間的・個別的な研究報告を行い、それら
をとりまとめて学会誌や学術書（共著）として日本語・中国語・英語で順次公刊したほか、単著
としてとりまとめる準備を進めた。 
 
４．研究成果 
（1）先住民族の歴史記憶再構築 
 台湾先住民の近現代史の叙述のあり方について、この四半世紀に台湾社会で大きな展開をみ
た歴史記憶再構築の諸実践を整理し、新たな視点や方法の特徴および継続的な課題を明らかに
した。その際、外来者との遭遇・交渉の歴史経験をいかに表象するかが先住民史にとって切実な
課題となることから、近年の歴史学界で重要性の指摘される「植民地戦争」という概念がどのよ
うな有効性と限界をもつかを考察した。 
 また、霧社事件の表象を主題とする国際シンポジウムをもとにした学術論文集の出版企画に
加わり、台湾先住民史研究のなかでは例外的に蓄積の分厚いこの出来事について、セデック女性
の経験に即して「事件」の捉え直しを試みた論考をとりまとめ、中・英の両言語で出版した。 
（2）台湾先住民の異民族間婚姻に関わる規制とその実態の解明 
 婚姻・家族制度の様態と変化について、理論および史的実証の手法に目配りをしながら日・華・
英語圏の研究蓄積を集中的に渉猟した。とりわけ、社会的に外部とみなされた者や寄留者・移住



者との性的関係や婚姻関係をめぐり、女性や子どもの地位および処遇、結びつきの流動性や連鎖
性を捉えるための方法と史料の可能性について重点的に検討を進めた。 
（3）植民者と婚姻・内縁関係を結んだ台湾先住民のライフヒストリー構成 
 20 世紀への移行期に北部台湾に生まれ育った一人のタイヤル女性に焦点を据えて、そのライ
フヒストリーの再構成に取り組んだ。残された史料の断片性、その中の過剰と不在の不均衡さを
慎重に吟味しながら、出郷、婚姻、修学、就職などのライフイベントに関わる基礎的事実をつぶ
さに掘り起こすことを通じて、私的に取り結ばれた関係性と公的に創り出された境界や秩序の
交錯、同時代の先住民女性たちの経験との分岐点などを浮かび上がらせる叙述へとつなげるこ
とができた。 
 また、台南近郊の先住民族シラヤの系譜に連なる一家が継承する「家庭族譜」や手記類と、同
地域のキリスト教会や小学校が所蔵する帳簿類の分析を進めた。家族や組織が個別に引き継い
できたこれらの資料を公文書や雑誌新聞記事などと重ね合わせて読み解くことで、複数の文字・
言語を身につけつつ外来の新たな動向を機敏に捉え返していく家族の軌跡を明らかにし、個別
の選択やその帰結を地域社会／台湾島／日本帝国／アジア圏の複層的な構造のなかで考察する
ことが可能となった。 
 以上の成果の一部は論文にまとめて学術雑誌に掲載されたほか、それぞれの調査地や協力者
へのフィードバックを行い、さらに掘り下げるべき課題や新たに追究すべき事象について整理
を行った。 
（4）植民地主義の歴史を台湾先住民の個人史・家族史を主軸として再構築する 
 政治史・制度史的な分析と複数の個人・家族のライフヒストリーを有機的に再構成し、通史的
な見通しのもとに単著としてとりまとめる準備を進めた。シリーズ「問いつづける民衆史」（全
11 巻）の一冊として 2024 年度中に刊行予定である。 
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